
9 643 98 1 638 109 1211 21 43 65
R 6 年度 R 7 年度 R 9 年度 R 10 年度

 新築工事 基本設計  実施設計  入札   移転準備  利用開始

外構整備既存校舎解体 解体設計

 造成設計他関連業務との連携

全体 スケジュール

業務実施フロー

手戻りのない 設計検討

継続的な コスト検討

確実な プロジェクト進行
 造成工事

 開発許可申請

内訳書作成 調整

成果品まとめ 承認まとめ  一般図作成 詳細検討

 拾い･見積

本申請事前協議 詳細検討 木材活用方針検討

 条件整理 基本設計案検討

 コスト検討  概算

定例＋説明会（対話の積み重ね） 定例 定例＋説明会 説明会定例＋教師ﾋｱﾘﾝｸ゙

 概算  

見学会 & 使い方説明会 1 年点検 + 教師ﾋｱﾘﾝｸ゙

ﾚﾋﾞｭｰ

使い方説明会

メンテナンスについて教職員と共有

使い方マニュアル

学校

家庭 地域

学校車両動線

学校車両動線

通用門

正門

児童･教職員
関係者動線

工事車両動線

学校運営中

遊戯

ヤード

工事

屋外スペースを確保
既存遊具が利用可能

車両出入口を
明確に分ける

工事範囲を
明確に分ける

安心安全な
歩行者動線

学校と地域に向けた
工事状況の共有
(壁面掲示やWEB等 )

まちのスケールに溶け込む

緑豊かな空間

曽於市は山に囲まれており、豊かな自
然環境が魅力の一つです。夏でも比較
的過ごしやすく、冬の日射量も豊富な
ため、それらの曽於市特有の気候を活
かして、屋外を身近に感じられる学校
をつくります。

持続可能な社会のために学校ができる
ことを、エネルギーを遮る、減らす、
活かす、創る、それぞれの手法を合理
的なライフサイクルコストの下、バラ
ンスよく組み合わせることで実現しま
す。

住宅地の中に建つ学校として、地域住
民が愛着を持って日常から利用したく
なるような『まちに溶け込む学校』を
目指します。低層分棟型の親密なスケー
ルの建物とし、周囲への生活環境に配
慮した緑豊かな学校をつくります。

明確なテーマを設けた対話を重ね、設計案を更新していくことで、手戻りのないプロジェクトとします。基本設計段階で森林組合などへのヒアリングを行い、地場
産材の強度・部材サイズ、供給が出来るかどうかなど確認します。コスト管理については、基本設計段階では規模と主要項目 ( 躯体や外皮等 ) による概算、実施設
計段階では費用対効果をより意識して工法 ･ 仕様等の検討を行い、レビューを設計チーム内でこまめに行うことで、建築の質の担保につなげます。

工事中も児童が無理な
く活動できるよう配慮
した計画とします。
新設する校舎をコンパ
ク ト に 配 置 す る こ と
で、児童が活動する屋
外スペースを確保しま
す。工事動線を明確に
分離することで、建設
中ものびのびと健やか
な学校生活を過ごせる

『居ながらつくる』こと
を意識した学校づくり
を目指します。

出会いや交流を通して自分の居場所を
見出すことで、このまちに愛着を持て
るような学校を目指します。個性の違
うひとりひとりがお互いの違いを理解
し、尊重し合える関係を育む場として
の『まちかど』をつくります。

家のような親密な場所から広場のよう
な開放的な場所まで、活動内容やその
時の気分に合わせてひとりひとりが使
いこなしていくことのできる居場所を
回廊状の『とおり』がつなぐ、まちを
歩いているような学校です。

児童、教職員だけでなく、家族や地域
の人々も日常的にこの場所を利用する
ことで、学校・家庭・地域が一体となっ
て共に助け合う土壌を育み、災害時に
も日常と変わらず拠り所となる『まち
のよるべ』としての学校を目指します。

わかりやすい視覚的な情報を用い、意見しやすい対話を実現

パースパース 模型模型

色付き図面色付き図面 ピクチャランゲージピクチャランゲージ

■中高学年棟■中高学年棟
グラウンドや屋内運動グラウンドや屋内運動
場にすぐに遊びに行け場にすぐに遊びに行け
る位置に配置します。る位置に配置します。

■管理諸室■管理諸室
駐車場やグラウンドが見渡せる配置とします。駐車場やグラウンドが見渡せる配置とします。

■ひだまりの丘■ひだまりの丘
丘のある公園のような地域の玄関口です。バス丘のある公園のような地域の玄関口です。バス
ロータリーや既存遊具、図書室、児童クラブと一ロータリーや既存遊具、図書室、児童クラブと一
体となり、放課後の居場所としても機能します。体となり、放課後の居場所としても機能します。

■図書室棟■図書室棟
図書室棟は階高の高い平屋とす図書室棟は階高の高い平屋とす
ることでを心地の良い豊かな内ることでを心地の良い豊かな内
部空間を実現します。部空間を実現します。

■そらのひろば■そらのひろば
天気のいい日は外の教室や地域天気のいい日は外の教室や地域
のマルシェの会場、教室間移動のマルシェの会場、教室間移動
の際の通り道となり、上足でもの際の通り道となり、上足でも
下足でも利用できるそらのひろ下足でも利用できるそらのひろ
ばを設けます。ばを設けます。

■平屋の低学年棟■平屋の低学年棟
低学年・特別支援学級を平屋にすることで、そらのテラス（中庭）低学年・特別支援学級を平屋にすることで、そらのテラス（中庭）
の採光・通風を確保します。の採光・通風を確保します。

■すくすくぱーく■すくすくぱーく
低学年と特別支援学級は、屋外に出やすい 1 階に配置します。日当たりのよい前庭低学年と特別支援学級は、屋外に出やすい 1 階に配置します。日当たりのよい前庭
は、低学年が安全に遊べるポケットパークとして計画します。は、低学年が安全に遊べるポケットパークとして計画します。

■地域の活動拠点■地域の活動拠点
体育館・特別教室を正体育館・特別教室を正
門側に集約することで、門側に集約することで、
地域開放ゾーンを形成地域開放ゾーンを形成
します。します。
桜並木と一体的な地域桜並木と一体的な地域
広場を形成し、屋外に広場を形成し、屋外に
も展開できるな地域活も展開できるな地域活
動を可能にします。動を可能にします。
災害時には体育館・家災害時には体育館・家
庭科室等と一体的な避庭科室等と一体的な避
難所としてなり、隣接難所としてなり、隣接
している職員室も合わしている職員室も合わ
せて、災害拠点としてせて、災害拠点として
機能します。機能します。

■こもれびの庭■こもれびの庭
菜園やいきもの小屋、ビオトープな菜園やいきもの小屋、ビオトープな
ど、動植物と触れあうことができ、ど、動植物と触れあうことができ、
理科室が面することで授業への展開理科室が面することで授業への展開
も可能です。も可能です。
西側に植栽を設けることで、西日を西側に植栽を設けることで、西日を
遮蔽する緑に囲まれたこもれびの庭遮蔽する緑に囲まれたこもれびの庭
として機能します。として機能します。

□対話の積み重ね＆こまめなレビューによる、末吉小のスムーズな建替えプロジェクト

□曽於市特有の豊かな気候風土を活かした永く使い続けられる学校□ひとりひとりが居場所を見出せる学校 □学校・家庭・地域で育む学校

□居ながらつくる安心安全な学校づくり

まちかどのある学校

Site

鳥瞰パース

広域図

工事区画・動線図



そらの
テラス

まちかど

学年で集まれる空間
学校・地域で集まれる空間

すくすくぱーく

グラウンド

ひだまり
広場

こもれび
の庭

スクール
バス乗降

歩行者

通用門

歩行者

車両

車両

歩行者

児童

歩行者

児童

児童

児童

地域

児童登下校

地域開放

車両動線

歩行者出入口 車両出入口

大人の目

動線凡例

様々な方位から風が通り抜
け、南側でなくても明るい、
風車状の建物配置とします。
これは「山に囲まれている
ため風向きが変化しやすい」

「緯度が低いため太陽高度が
高い」といった曽於の風土
から受ける恩恵を活かした
配置計画です。特徴ある 4 つ
の棟が敷地環境と呼応して、
性格の異なる屋外空間と豊か
な学びの場を形成します。

児 童 の 成 長 や 授 業 の カ リ
キュラムに合わせて、学年
単位のクラスターを基本と
し、低学年から高学年へと
段階的な学習・生活空間を
用意します。限られた面積
の 中 で 学 年、 学 校、 ま た、
地域と学校で集まれる空間
を用意します。建具を開放
することで、『まちかど』が
学年で集まれる場所となり、

『そらのテラス』は学校全体
や地域と学校とで集まれる
場所となります。

体育館と 1 階にまとまっている特別教室を地域開放ゾーン
とすることで、児童の生活エリアと明確なゾーニングが可
能です。また、『そらのテラス』は日常時には児童の活動だ
けでなく、地域開放時やイベント時の地域マルシェの会場
に利用でき、災害時には炊き出しやトリアージスペースと
なるなど学校と地域の核となる空間です。

グラウンド

駐車場 現状開放

将来対応可
基本計画

管理諸室

図書室 大人の目がしっかり
行きわたる安心な環境

車両出入口

屋内運動場

特別教室棟

会議室
そらのテラス

先生の居場所

：6,396 ㎡：6,396 ㎡
：1,152 ㎡：1,152 ㎡
：   192 ㎡：   192 ㎡
：   928 ㎡：   928 ㎡
：3,236 ㎡：3,236 ㎡
：   880 ㎡：   880 ㎡

■音楽室■音楽室
屋内運動場と近く外部屋内運動場と近く外部
からホールとして利用からホールとして利用
することもできるすることもできる

■屋外活動と理科室■屋外活動と理科室
いきもの 小 屋 やビ オいきもの 小 屋 やビ オ
トープ、百葉箱等、屋トープ、百葉箱等、屋
外を活用した授業を展外を活用した授業を展
開しやすい配置開しやすい配置

■特別支援学級■特別支援学級
駐車場や管理諸室に近く送迎の際も利用しやすい駐車場や管理諸室に近く送迎の際も利用しやすい
通過動線が発生しない位置に配置した特別支援学級通過動線が発生しない位置に配置した特別支援学級

■職員室■職員室
学校全体を見渡せる位置にあ学校全体を見渡せる位置にあ
り、児童や保護者が気軽に相談り、児童や保護者が気軽に相談
しやすいオープンな雰囲気しやすいオープンな雰囲気

延床面積延床面積
　普通教室　普通教室
　特別支援教室　特別支援教室
　特別教室　特別教室
　共用部 (OS 含む )　共用部 (OS 含む )
　管理 (TS 含む )　管理 (TS 含む )

■教職員ラウンジ■教職員ラウンジ
休憩だけでなくオープンな打ち休憩だけでなくオープンな打ち
合わせや共同作業もでき、職員合わせや共同作業もでき、職員
室と一体で気軽に利用しやすい室と一体で気軽に利用しやすい
教職員ラウンジ教職員ラウンジ

■印刷室・教材庫■印刷室・教材庫
まちかどに面しているので、教まちかどに面しているので、教
職員同士の情報交換の機会が生職員同士の情報交換の機会が生
まれやすいまれやすい

■用務室■用務室
棟毎の地域開放も考慮し、図書棟毎の地域開放も考慮し、図書
室に近接して配置室に近接して配置

■図書室■図書室
天井が高く明るい空間で、みん天井が高く明るい空間で、みん
なで楽しく読む場所、一人で静なで楽しく読む場所、一人で静
かに読む場所、調べ物をする場かに読む場所、調べ物をする場
所、書架が並ぶ場所を緩やかに所、書架が並ぶ場所を緩やかに
分節し PC 室と一体となってマ分節し PC 室と一体となってマ
ルチに利用することができるルチに利用することができる

■図書室の屋外テラス■図書室の屋外テラス
天気のいい日はそらのテラスや天気のいい日はそらのテラスや
イチョウの木陰で本を読むことイチョウの木陰で本を読むこと
ができるができる

■会議室■会議室
可動間仕切りで分割し可動間仕切りで分割し
て利用することもでき、て利用することもでき、
地域開放しやすい位置地域開放しやすい位置
に配置に配置

2Ｆ2Ｆ

■外に出やすい図工室■外に出やすい図工室
校内の風景の写生や、校内の風景の写生や、
そらのテラスで屋外工そらのテラスで屋外工
作もできる作もできる

■昇降口■昇降口
建具を全開放すること建具を全開放すること
で、気候の穏やかな季で、気候の穏やかな季
節には人や風が通り抜節には人や風が通り抜
け、学年毎のまとまりけ、学年毎のまとまり
で分散して配置したどで分散して配置したど
まのような昇降口まのような昇降口

□風車配置と個性豊かな屋外空間

□学校、学年、学級を超えた出会い

□日常使いすることで災害時にも安心な学校

配置図 兼 平面図 兼 動線図　1/800

ひだまりの丘
芝が広がり、低学年から高学年まで遊具で遊べる原っぱ

そらのテラス
上足で利用できる屋外テラス。図書や図工、低学年教室と一体的に利用

図書室のまちかど図書室のまちかど
天井高さを確保し、気持ちの良い図書空間を担保する木架構天井高さを確保し、気持ちの良い図書空間を担保する木架構

教室のまちかど
各教室とオープンスペースへの採光と通風に寄与し、一体的に利用できるスペース1/2



40%

100%
メンテナンスが不十分

道連れ工事が発生

建替え

更新

竣工後(年) 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

ながく愛される建築

建設費 24.2憶円

維持管理費計
運用費    3.1憶円
保全費 27.5憶円

解体費 2.2憶円

更新

更新

適切にメンテナンス
されている建築

校舎建設費
造成工事

建築本体工事
電気工事(強電)
電気工事(弱電)
機械工事(給排水衛生）
機械工事(空調･換気)

倉庫･屋外WC
渡り廊下
外構工事
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備工事
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ暗渠排水工事
解体工事費
概算工事費

工事項目 工事費(千円)

2,417,335
67,550

1,891,612
208,584
64,768

147,745
104,645
27,281
47,538
82,471
28,536
10,773

181,440
2,862,943

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊
＊
＊

基本計画から更新 ＊ 整備規模＊ 単価

修繕･更新の主な検討項目

建築
金属屋根
外壁高耐久塗装
建具
内装床

40年10年
20年10年
40年20年
60年10年

修繕 更新 設備
盤･蓄電池等
空調機器
ポンプ類
衛生器具(ｾﾝｻｰ付)

20年
15~20年

20年
15~20年

更新(適時メンテ)

主な運用費(年間)

上水 下水 135万円45万円
電気 ガス 30万円300万円

※雨水利用を想定 ※校舎規模 : 6,000㎡

イニシャルコスト ランニングコスト 部位毎LCC例　金属屋根：4,500㎡
(建設)　2千4百万円
(修繕)　1千6百万円 ...4百万円の修繕を10年に1回想定
(更新)　4千万円      ...長寿命化改修を40年に1回想定

A.特別支援・図書棟
平屋建 | 1000㎡以下 | その他建築物
B.低学年棟
平屋建 | 1000㎡以下 | その他建築物
C.特別教室・中学年棟
2階建 | 2000㎡以下 | その他建築物(防火壁)
D.管理・高学年棟
2階建| 2000㎡以下 | その他建築物(防火壁)
E~H.昇降口
平屋・一部2階建 | 耐火建築物(加熱遮断壁等)                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
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対角方向

棟部の詳細
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 創 る 

 遮 る 

活かす 

減らす

：外皮性能向上

：エネルギー高効率利用

：再生エネルギー活用

：太陽光等で創エネ
　※費用対効果を検討

夏
冬

夏
冬

N S

OS

相談室 MWC MWC そらのテラス

まちかど

まちかど

OS

OS まちかど OS

管理・高学年棟 低学年棟図書室棟どま(地域・6年生) 特別支援棟

夏の日差しを遮り
冬は取り込む 庇とバルコニー

井水・雨水を利用した
水冷式の輻射冷房
を取り入れたOSのベンチ

ハイサイドライト
からの安定した
北側採光の確保

曽於の大きい日格差と蓄熱効果を利用した
ナイトパージで空調負荷を低減

教室の空調された空気を非空調エリアを
介して排気するカスケード利用空調

雨水を貯留してトイレの
洗浄水や屋外散水に利用

全熱交換器導入・高効率設備
機器採用による空調負荷の低減

ＣＯ2センサーによる
外気取り入れ制御

効率のよい居住域空調
による空調負荷の低減

人感・昼光センサー
による照明制御

LED照明、タスク・アンビエント
照明による消費電力削減

Low-E複層ガラスによる
空調負荷の低減

高断熱・高気密化
緯度が低い曽於では屋根の
日射負荷がより優勢なので
屋根を集中的に高断熱化

卓越風を利用した重力換気による
夏季や中間期の空調負荷の低減

木造・低層とし、基礎や杭を削減
地盤調査結果を確認し、
液状化対策を兼ねた木杭による
柱状改良等を検討(ｶｰﾎﾞﾝｽﾄｯｸ)

火山灰対策として、メンテナンスの
しやすさに留意した計画とする
(特に機器類のフィルター)

学習内容が常に更新されていく現代において、学習内容の変化に合わせて柔軟に変化する学習空間が求められています。
建具を開放することでまちかどが拡張して大きな空間となったり、まちかどの可動家具や防音カーテンなどを学習内容に合
わせて利用することで主体的に空間の使い方を見出していくことが可能です。

校舎を耐火構造のどま ( 加熱遮断壁等によるコア ) で 2000
㎡以内毎に区画することで県産の一般流通材を現しで使用
した大規模木造建築物を実現することが可能です。
令和 6 年に施行される防耐火規定の改正に則り、棟間距離
を十分とって安全性をを確保した上で、防火設備や耐火被
覆を削減でき、低コスト化につながります。

児童数が減少している現代において、時代に合わせて適応
する教育空間が求められています。現状の 35 人× 3 学級か
ら将来的に 30 人学級や学年 2 学級となった場合にも空き教
室をオープンスペースとして利用しやすく、分棟配置とし
ているため 1 棟まるごと地域に開放する使い方も可能です。
また、大きな空間であっても、構造体の梁が適切な高さに
あるため間仕切り位置の変更などに併せて形を変えること
も可能な計画とします。

教室の建具を開
放 す る こ と で、
中 心 に 10 Ｍ 角
の大きな無柱空
間となり、机を
動かさず、学年
で集まることが
可能です。また、
教室の２方向が
OS に面している
ため、学年全体
での習熟度別学
習など、フロア
全体を柔軟に利
用することが可
能です。

屋根は建物に対して対角方向の山形トラスと直交方向の片
流れトラスを組み合わせた架構システムとすることで、調
達しやすい小径材を用いながら、中心部を 10m 角の無柱空
間とすることができます。また、黒板を設置する壁や水回
りのコアを耐力壁（RC 若しくは木造筋交い）として水平力
を負担させることで壁の少ない開放的な空間とすることが
できます。床は一般流通材を組み合わせて 2 段重ね合わせ
た透かし梁とすることで、建物中心部にも光を取り込みま
す。

シンプルな矩形のユニット構成と
し、つくりやすく使いやすい建築
とします。一般流通建材や地域建
材の採用、木の現し仕上げにより、
建設費を縮減します。
外壁清掃や設備の交換等のメンテ
ナンスがしやすい計画とし、維持
管理費を縮減します。( 軒 ･ バル
コニー , 適切な機器配管スペース )
自然エネルギーの利活用と適材適
所の設備機器計画により、ライフ
サイクルコストを縮減します。
地元建材を利用し、単に安いのでは
なく、曽於のヒト･ モノ･カネ ･ノウ
ハウに寄与する建築とします。

一文字の並列配置型の学校から
学年 3 クラス単位の大きな家の
集合として学校全体を構成しま
す。クラスとしての独立性を保
ちながら、隣のクラス、学年単
位の活動などそれぞれの組み合
わせが可能な教室とオープンス
ペース、廊下を組み合わせたク
ラスター単位を設計します。

教 室 と OS が 通
過動線なしに一
体利用でき、そ
れにより、ロッ
カーや袋・上着
の荷物掛け等が
邪魔にならずに
配 置 で き ま す。
学習でも、①発
表の資料の準備
②発表の練習④
クラス内での発
表を行う際にも
他の邪魔になら
ず、展開できま
す。

一文字型の教室配置

家があつまってできた
ような教室

□火災に強い木造建築を地元の材料を使ってつく□一般流通材で無理なく作る構造計画

□合理的な建築の構成と維持管理に配慮した仕様 によるライフサイクルコスト縮減

□学習内容に合わせて伸縮するフレキシブルな空間

□時代に合わせて伸縮するアダプタブルな空間 □学年クラスターの集合による学校

学級単位での活動 学年単位での活動

期待耐用年数を 60 年とした場合のライフサイクルコストの概算
可動家具や防音カーテンで緩やかに分節し、学級ごとに個別で利用することができる 学年全体で集まって発表やイベントなどを行うことができる

耐火建築物のどま
夏や中間期は昇降口の建具を開け放つことで、天窓の煙突効果で風と人の通り道になる
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